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志賀町無形文化財

堀松　住吉神社　綱引き祭り
～　浜方の勝利か、 山方の勝利か　～

　

堀
松
綱
引
き
祭
り
は
、
志
賀
町
堀
松

に
鎮
座
す
る
住
吉
神
社
に
伝
わ
る
祭
礼

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
和
４
年
（
１
７
６
７
年
）
に
前
田

義
隆
が
堀
松
を
訪
れ
た
と
き
に
生
家
の

奉
仕
社
と
同
じ
住
吉
神
社
が
あ
っ
た
た

め
輪
島
の
綱
引
き
神
事
を
も
っ
て
き
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

綱
引
き
神
事
は
、
青
年
角
力
の
大
関

を
決
め
る
神
事
相
撲
が
行
わ
れ
、
そ
の

あ
と
長
さ
約
70
メ
ー
ト
ル
・
太
さ
15
セ

ン
チ
の
大
綱
に
よ
る
綱
引
き
が
住
吉
神

社
を
中
心
と
し
て
浜
方
・
山
方
に
分
か

れ
行
わ
れ
ま
す
。

　

浜
方
が
勝
て
ば
大
漁
、
山
方
が
勝
て

ば
豊
作
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〜
綱
引
き
祭
り
の
由
来
〜

長さ約 70 メートル・太さ 15 センチの大綱

↑綱引き神事の前に行われた
    「武士道」のよさこい演舞

志賀疾風太鼓保存会の太鼓演技↓

（上）手に汗握る取り組みとなった大関
        決定戦
（下）大関を担ぎ神社境内を駆け下りて
        いった

平成23年度　大関
野澤　博史さん（舘開）

（野澤さんの感想）

「大関がとれてよかっ
たです。青年神事相撲
を通して地域の祭りの
大切さを実感しました」

　

浜
方
と
山
方
に
分
か
れ
て
大

漁
か
豊
作
を
占
う
「
堀
松
綱
引

き
祭
り
」が
７
月
17
日（
日
）に
、

堀
松
の
住
吉
神
社
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

青
年
団
員
が
綱
を
神
社
前
の

路
上
に
担
ぎ
出
し
、
綱
の
端
を

持
っ
た
団
員
が
浜
方
と
山
方
の

両
方
向
へ
走
り
出
す
と
、
次
々

と
住
民
が
綱
に
飛
び
つ
き
引
き

合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
途
中
で
綱
が
切
れ

る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
優
勢
だ
っ
た
浜
方

が
２
年
ぶ
り
の
勝
利
で
、
今
年

は
大
漁
と
占
わ
れ
、
綱
引
き
祭

り
の
幕
は
閉
じ
ま
し
た
。

堀松綱引き祭り　青年神事相撲



広報しか 3

「
能
登
の
里
山
里
海
」
が

「
能
登
の
里
山
里
海
」
が

　
　
　
　
　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定

　
　
　
　
　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定

世界農業遺産とは？
　世界農業遺産（Globaly　Important　Agricultural　Heritage　Systems）は国連食糧農業機関（FAO）
が平成 14 年から開始したプロジェクトで、次世代へ継承すべき重要な農法や生物多様性などを有する
地域を認定するものです。

志賀町の地域資源で主に評価されたもの

　○松尾神社本殿（信仰）　　○ころ柿（農産加工品）　　○とぎ実験農場（農業振興および交流促進）　
　○トミヨの里（里山保全）　○笹波の棚田（農村景観）　○赤崎住居（農村景観）
　○旧福浦灯台（農村景観）　○キリコ祭り（祭り）

笹波の棚田（大笹波水田）

　　

平
成
23
年
６
月
11
日
、中
国
の
北
京
で
開
催
さ
れ
た
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

主
催
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、「
能
登
の
里
山
里
海
」
が
「
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
は
世
界
で
９
番
目
、
国
内
で
は
初
と
な
る

も
の
で
す
。

　　

世
界
農
業
遺
産
へ
の
申
請
は
、能
登
地
区
の
４
市
４
町
（
七
尾
、輪
島
、珠
洲
、羽
咋
、

志
賀
、中
能
登
、穴
水
、能
登
）
が
「
能
登
地
域
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

登
録
申
請
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
能
登
の
里
山
里
海
」
は
、
キ
リ
コ
祭
り
や
志
賀
町
笹
波
の
棚
田
な
ど
、
農
村
の
暮

ら
し
と
結
び
つ
い
た
風
習
や
文
化
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
能
登
の
里
山
里
海
」
が
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
素
晴
ら
し
い
財
産
と
な
り
、
今

後
も
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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まちかど N e w s

　カルガモ親子の散歩

　６月22日（水）富来領家町の住宅街にカルガモの親子がいる
と住民から連絡があり、現場に行きました。
　カルガモは、池などの水があるところに生息するといわれて
います。近所の人たちは「なぜこんなところに」と驚いていまし
たが、親鳥とヒナたちの姿に癒された様子でした

　非行や犯罪のない明るい社会を目指して

　７月は社会を明るくする運動の強化月間で全国的に運動が展開されました。
当町でも７月１日（金）、役場において、保護司の西田博子さんが法務大臣のメッ
セージを読み上げ小泉町長に手渡し、藤沢仁保護司会会長が活動状況を報告し
ました。
　その後、７月５日（火）に富来中学校生徒会執行部の生徒と保護司のみなさん
が富来行政センターで出発式を行いました。また、８日（金）は役場本庁舎で志
賀中学校、志賀高校の生徒と保護司のみなさんで出発式を行いました。
　出発式の後、街頭キャンペーンを行い、非行や犯罪のない社会づくりに協力
を呼びかけました。

　交通安全子供自転車石川県大会で準優勝

　７月３日（日）に金沢市で行われた「第43回交通安全子供自
転車石川県大会」で団体の部において準優勝した高浜小学校の
児童が、５日（火）役場を訪れ、穴田教育長に成績を報告しま
した。
　大会には、石川県内から26校が出場し、高浜小６年生の泉
明里さん、東冴香さん、畠中優希さん、三野桜さん、山辺美
咲さんが出場しました。
　穴田教育長は、「これからも安全運転、交通ルールを守るこ
とを心がけてください」と話しました。

親の後を追う、カルガモのヒナ

県大会２位を報告した高浜小学校の児童たち

富来行政センター前での出発式の様子

法務大臣のメッセージを読み上げる保護司

役場本庁舎での出発式の様子
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　志賀町子ども会相撲大会　団体戦で高浜小がＶ４

　７月３日（日）に志賀町立堀松小学校において、第33回志賀町
子ども会相撲大会が開催されました。町内８校の小学校が参加
し、それぞれの学校で行った激しい練習でたくましくなった選
手達が団体戦と個人戦で競い合い、土俵上で熱戦を繰り広げま
した。
　また、今回の大会から１年生と女子５・６年生が新たに参加し、
激しい火花を散らしました。
　団体戦は高浜Ｂチーム（張原大斗、本正直弥、張原夕斗）が優

勝し、４連覇となりました。その他の成績は次のとおりです。
（団体戦）

準優勝：土田Ａ（川田隼也、西村嘉紀、谷口敢治）　
第３位：堀松Ｂ（國部久史、加茂野隆也、渕端凌大）
　　　　高浜Ａ：（浜辺朝日、赤芝龍洋、山本純平）　
敢闘賞：富来Ａ（落合優大、的場拓真、干場伸介）　堀松Ａ（岩本
晶貴、坂本龍平、大門諒大）　下甘田Ａ（松井僚祐、岡田　昭、
東田拓海）　高浜Ｅ（北野堅太、西井十彌、高　哲大） 

まちかど N e w s

　わんぱく相撲

　６月26日（日）能美市の物見山総合体育館相撲場において行われた「第15回わんぱく相撲石川ブロック大会」に出場し、「わん
ぱく相撲全国大会」（７月31日、東京・両国国技館）への出場を決めた志賀相撲教室の選手が、７月６日（水）役場を訪れ、小泉
町長に県大会での活躍の報告と、全国大会での健闘を誓いました。
　県大会では、団体戦で羽咋チームとして出場した干場伸介君（富来小６年）、赤芝龍洋君（高浜小５年）、國部久史君（堀松小４年）
の３人が優勝し、学年別の個人戦では、干場伸介君が優勝、谷場凌太君（志加浦小６年）、赤芝龍洋君、奥田琢朗君（富来小４年）
が３位になりました。
　小泉町長は「大会のサブタイトルにあるあきらめない心と思いやりを胸に、優勝目指してがんばってください」と激励しまし
た。

小泉町長に県大会での活躍の報告と全国大会の健闘を誓う選手たち

熱戦を繰り広げた子どもたちの様子 表彰式の様子

（個人戦）
男子１・２年生の部
優勝：石田陸人（土田）　準優勝：竹中　樹（上熊野）
３位：畠中義基（高浜）、道辻敬斗（土田）
男子３年生の部
優勝：中村泰之（下甘田）　準優勝：平澤祥人（高浜）
３位：瀬戸琉誠（堀松）、藤沢悠也（堀松）
男子４年生の部
優勝：岩本晶貴（堀松）　準優勝：奥田琢朗（富来）
３位：浜辺朝日（高浜）、松井僚祐（下甘田）
男子５年生の部
優勝：赤芝龍洋（高浜）　準優勝：岡島　蓮（加茂）
３位：本正直弥（高浜）、井上寛人（土田）
男子６年生の部
優勝：干場伸介（富来）　準優勝：谷口敢治（土田）
３位：谷場凌太（志加浦）、大門諒大（堀松）
女子５・６年生の部
優勝：平澤仁美（高浜）　準優勝：道辻あいみ（土田）
３位：山下優菜（下甘田）、仕入柚奈（富来）

全国大会での活躍が期待される赤芝龍洋君（左）と國部久史君（右）

全国大会での団体戦と個人戦の両方に
出場し活躍が期待される干場伸介君
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まちかど N e w s

　堀松小学校で避難訓練

　７月11日（月）に堀松小学校で、津波を想定した避難訓練が
行われました。堀松小学校は、海からの距離が約3.5㎞と近く、
海抜は3.5ｍの位置にあり、町内の小学校の中で一番低い場所
に建っています。
　避難訓練が始まると、地震発生後に机の下に隠れるなど迅
速な行動で身の安全を確保したあと、先生からの「押さない、
走らない、しゃべらない」の指示を受けながら近くの高台にあ
る旧志賀中学校跡地へ避難しました。児童たちは、真剣な表
情で訓練を行っていました。

　高浜保育園の園児がヒラメの稚魚を放流

　７月20日（水）、高浜保育園の年長組の園児28人が、千鳥ケ
浜海岸においてヒラメの稚魚を放流しました。
　この放流は、南建設㈱が県水産総合センター志賀事業所か
ら2,000匹の稚魚を用意し、地域貢献の一環として行ったも
のです。
　大きなバケツにヒラメの稚魚を入れ、波打ち際で放流する
と、園児たちはヒラメの稚魚が元気に海を泳いでいく姿を笑
顔で見守っていました。　園児たちは「小さな魚が大きくなっ
て戻ってくることを楽しみにしています」と話していました。

　第 32回志賀町自衛消防隊操法大会

　７月10日（日）に志賀町防災公園（西山台）で第32回志賀
町自衛消防隊操法大会が行われました。
　今大会には、地域や企業など14隊18チームが参加し、
小型ポンプ操法の技術を競い合いました。
　気温が30℃を超え、真夏日となったこの日。選手たち
にとっては、つらい日となりましたが、日頃の訓練の成果
を発揮すべく精いっぱい頑張っていました。
　大会の成績は次のとおりです。
優　勝　今市自警団　準優勝　米町自警団
敢闘賞　安津見自警団、末吉自警団Ｂ、上野自警団Ａ

　北信越綱引大会

　７月10日（日）に志賀町総合体育館で東日本大震災チャリ
ティーとして北信越綱引大会が行われました。大会は男子
の部、女子の部、ジュニアの部、混合の部の４部門に19チー
ムが出場しました。
　男子の部では、東日本大震災の被災地である宮城県南三
陸町の綱引チーム「志津川コマンド」から数名が参加するな
ど、熱戦が繰り広げられ、チャリティー大会として大いに
盛り上がりました。
　また、女子の部では地元のスパーク志賀が優勝しました。

真剣な表情で避難訓練をする児童

ヒラメの稚魚を放流する園児たち

小型動力ポンプ操法

熱戦の様子
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　志賀高校で壮行式

　７月15日（金）、全国高校野球選手権大会石川大会に出場す
る野球部と第49回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会
に出場する射撃部、第58回全国高等学校レスリング選手権大
会の個人戦に出場するレスリング部の壮行式が志賀高校にお
いて行われました。
　壮行式では、出場する選手が抱負を話し、山口嘉一校長が
「120パーセントの力が発揮できるよう頑張ってきてくださ
い」と激励しました。

　室谷加代子さんが中国の大連大学で
　特別講義

　６月、中国の大連大学が、農家レストラン経営者で郷土
料理研究家の室谷加代子さん（福浦港）に、日本文化を学習
する学生を対象とする特別講義を依頼してきました。
　室谷さんは６月20日～ 22日まで中国に滞在し、大連大
学で郷土料理について講義をしたり、学生たちと調理をし
たりしました。
　室谷さんは「学生たちの勤勉さに驚きました。講義で習っ
た料理を今度は自分たちだけで作ると言ってくれたのがう
れしかったです」と話しました。

　能登リゾートエリアで浜開き

　７月15日（金）、能登リゾートエリア増穂浦の海水浴場で
浜開きが行われました。地元区長や警察、消防などの関係
者が出席し、㈱志賀町振興サービス山王竹夫専務取締役が
「無事故で快適な海水浴場として、多くの人に利用してほし
い」と話し、お神酒を海にまいて安全とにぎわいを祈願しま
した。

壮行式の様子

大連大学の学生たちに郷土料理を教える室谷さん

お神酒を海にまく㈱志賀町振興サービス山王竹夫専務取締役

まちかど N e w s

　納涼虫送り

　７月11日（月）、福浦港で約50年ぶりに虫送り行事が行われました。虫送りとは、昔、農村などで農作物（特に稲）につく
害虫を追い払う目的で行った行事です。
　また、７月16日（土）、富来高田で納涼虫送り大会が行われました。富来高田青年会、富来公民館長からの注事事項など
を聞いた後、竹に火をつけて、太鼓や鉦の音と共に田んぼ道を練り歩きました。参加者は「しんむしゃゆけ、どろむしゃゆけ」
と元気よく大きな声で行進し、稲に付く害虫を追い払いました。

福浦港地区の虫送りの様子 富来高田地区の虫送りの様子
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安津見
谷内凛大郎くん

赤住
川尻　和ちゃん

仏木
中島倖奈ちゃん

上棚
原田空龍くん

給分
太磨舞優ちゃん

二所宮
坊城真智くん

里本江
畑中美憂ちゃん

高浜町
今井心絆ちゃん

富来領家町
川村瑛汰郎くん

矢田
中村莉緒ちゃん

舘開
赤坂紗透くん

町
平　彩叶ちゃん

末吉
西岡倖希くん

上棚
森田更紗ちゃん

牛ヶ首
障子口望花ちゃん

富来領家町
新出琉晏くん

里本江
不動吏玖斗くん

高浜町
舛岡優樹くん

富来領家町
竹内大河くん

赤住
久田大翔くん平成 23 年５月 26 日、６月 16 日の健診分

【応募資格】　石川県内の小学生・中学生
【応募期間】　８月１日（月）～９月10日（土）※必着
【応募作品】　八つ切サイズ（27.1㎝× 39.1㎝）の紙。
　　　　　　縦横自由。画材は水彩絵の具、クレヨン、
　　　　　　色鉛筆、版画など自由。
　　　　　　　※デジタル作品は対象外です。

【賞】　優秀賞 小学生の部 ２人　中学生の部 ２人
　　　賞状・図書カード 3,000 円・ガラス美術館招待券５枚

　　　佳　作　小学生の部 ６人　中学生の部 6 人
　　　賞状・図書カード 1,000 円・ガラス美術館招待券５枚

　　　参加賞　応募者全員に当たります！！
【応募先・お問い合わせ先】
〒 926-0211 石川県七尾市能登島向田町 125 部 10 番地
石川県能登島ガラス美術館「ガラ美パーク絵画コンクール」係
【電 　話】0767-84-1175（8：30 ～ 17：15）
【メール】glass-museum@city.nanao.lg.jp
【ホームページ】http://www.city.nanao.lg.jp/glass/
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　　新しく導入されたマルチスライスＣＴ

マルチスライスＣＴを囲む関係者
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地
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全
・
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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入
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Ｃ

Ｔ
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Ａ
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。
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れ
た
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は
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お
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Ｃ
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７
月
７
日
（
木
）
に
町
立
富
来
病
院
に
お

い
て
寄
附
収
受
式
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
志
賀
の

田
端
正
敏
代
表
理
事
組
合
長
か

ら
小
泉
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ

れ
、
町
は
Ｊ
Ａ
志
賀
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
田
端
組
合
長

は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、
小
泉
町
長
は
「
寄
附

を
受
け
て
医
療
設
備
が
整
い
、

地
域
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

特定健康診査はもう受けられましたか？特定健康診査はもう受けられましたか？

優良家庭報償事業のご案内優良家庭報償事業のご案内

40 ～ 74 歳の志賀町国民健康保険被保険者の人へ

～年１回は受診し、自分の健康を確認しましょう～

　内臓脂肪の蓄積による生活習慣病を未然に防ぐための「特定健康診査」の受診期限が近づいています。

※対象者には、５月中旬に特定健康診査受診券をお送りしています。紛失された人は、再発行します
ので住民課または保健福祉センターまでご連絡ください。

　志賀町国民健康保険では、毎年、国民健康保険の加入世帯で国民健康保険税を完納しており、当該年度
に医療機関の受診がない世帯に記念品を授与しています。
　特定健康診査を受けていること、ならびに受診結果に「要医療」と判定されていないことが必要要件に
加わりますのでご注意ください。

【お問い合わせ先】

志賀町保健福祉センター　　☎32-0339　　町内 IP☎ 8-32-0339

志賀町役場　住民課　　　　☎32-9121　　町内 IP☎ 8-32-9121
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花のミュージアムフローリィ

☆フローリィ８
は な

７の日記念
８月７日は「８

は な

７（花）の日」として、
来館いただいた皆さんに粗品をプ
レゼントします。（先着500名様）
☆親子クラフト教室「フローリィの
ハーブを使った和のお香作り」
フローリィで採れたハーブを使っ
て，さわやかな香りの和線香を作っ
てみませんか？
◆日　時　８月７日㈰
　　　　　10：30 ～ 13：30
◆参加費　無料　　
◆講　師　上野友代香 
　　　　　（薫物屋 香楽 認定香司）
◆定　員　各回10組（小学生高学年以上）
☆キッズダンスショー
◆日　時　８月13日㈯
　　　　　11：00 ～、14：00 ～
◆出　演　きらきらＫｉｄｓ
　子供達の元気なダンスをお楽し
み下さい。

☆フラメンコ・ライブｉｎフローリィ
◆日　時　8月14日㈰　14：00 ～
◆出　演　平野美希子フラメンコ
教室（志賀町高浜町）
情熱的なフラメンコをお楽しみ下
さい。

☆サクラ貝クラフト教室
志賀町の特産品サクラ貝を使った
クラフト教室です。
◆日　時　８月21日㈰
　　　　　10：30 ～、13：30 ～
◆参加費　無料
◆講　師　ふるさとの匠　浜口初美　
　　　　　　　　（志賀町在住）
◆定　員　各回20人
クラフト教室を通じて、伝統文化
に触れてみませんか。

☆創作フラワー教室「ガーベラ」
◆日　時　９月11日㈰　13:30 ～
◆参加費　2,800円　
◆講　師　中村みち子 　
◆募集締切　９月７日㈬
☆子供から大人まで楽しめる
「フローリィ deカンタービレ♪　
～音楽と花の祭典～」
◆開催日　９月19日㈷　
能登で活躍されている演奏団体の
皆さんが、フローリィを一日中音
楽につつんでくれます。
アンサンブルコンサート・楽器の
製作実演・福祉施設入所者の発表
会等を開催します
出演：市民管弦楽団　オルビスＮ
ＡＮＡＯ（七尾市）
問花のミュージアム　フローリィ
　　　　　　　　　　　☎32-8787

てんと市

◆日　時　 ８月23日㈫　　　　　
　　　　　  ８時30分～ 13時
◆場　所　   道の駅「旬菜館」前
※みなさんのお越しをお待ちしています。

問農林水産課　☎32-9221

志賀町社会福祉協議会から
寄付のお知らせ

◆志賀美術作家協会様より社会福
祉向上に231,604円

日本赤十字社石川県支部にご加入
いただきました
◆根　歳明様（大福寺））特別社員

善意の花

募　集

催し物

古着のリフォ－ム教室

◆内　容　古着を使って小物を作
り、ごみを出さない工夫と布の有
効利用を図る。
◆日　時　８月13日㈯　９時～
◆場　所　リサイクルセンタ－
◆定　員　15人
◆参加費　700円
◆持ち物　古着の布１枚、裁縫道具
◆講　師　原田洋子
◆申込期間　８月５日㈮～ 12日㈮
◆申込先　クリンクルはくい　　
問☎27-1153　℻27-1154

エコクッキング教室

◆内　容　料理をとおして、ごみ
を出さない工夫や出たごみの分別
の仕方を学ぶ。
◆日　時　８月21日㈰　９時～
◆場　所　リサイクルセンタ－
◆定　員　15人
◆参加費　1,000円
◆持ち物　エプロン、三角巾、箸
◆講　師　室谷加代子
◆申込期間　８月５日㈮～ 19日㈮
◆申込先　クリンクルはくい　　
問☎27-1153　℻27-1154

いしかわ環境フェア2011

◆テーマ
「エコなくらし　トキが舞う石川へ」
◆日　時　８月20日㈯・21日㈰
　　　　　10時～ 17時　
◆場　所　石川県産業展示館
　　　　　４号館（金沢市袋畠町）
◆入場料　無料

☆多肉植物の寄せ植え教室
◆日　時　９月10日㈯　14：00 ～
◆参加費　2,000円
◆講　師　フローリィスタッフ　

◆主　催　社団法人いしかわ環境
パートナーシップ県民会議
問石川県環境部地球温暖化対策室
　　　　　　　☎0767-225-1462

警察官Ｂ・女性警察官Ｂ採用募集

◆受付期間　
８月１日㈪～８月30日㈫
◆受験資格　　　
S55. ４. ２～ H６. ４. １までに生ま
れた人
大学卒および大学卒見込みの人は
受けられません
◆試験期日
第一次試験   筆記試験　９月18日㈰  
　　　　　   体力試験　９月24日㈯
第二次試験   10月下旬
◆最終合格発表　11月下旬
問羽咋警察署　警務課　☎22-1122

◆定　員　15人
◆募集締切　８月27日㈯
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納税のお知らせ

Town Infomation

inform
ation　

park

情報パーク情報パーク

町長談話室の日程

◆日　時　８月17日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　１階
◆日　時　８月10日㈬・24日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　富来支所
※開始時刻および終了時刻は都合
により変更になる場合があります
ので、事前にご確認ください。
問総務課　☎32-9311

今月の窓口延長業務

住民票・戸籍謄抄本・印鑑証明な
どの発行業務
８月６日㈯・20日㈯・27日㈯　
９時～ 12時30分
(注意)窓口延長業務は志賀町役場本
庁舎の住民課窓口での取り扱いと
なります。諸証明発行業務で一部
取り扱いできない業務もあります。
事前に電話などで確認の上、窓口
にお越しください。
問住民課　☎32-9121

・町県民税第２期
・国民健康保険税第２期
・後期高齢者保険料第５期
・介護保険料第２期
納期限は８月31日（水）です。

無料法律相談

◆日　時　８月16日㈫
　　　　　９時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　相談室
◆相談弁護士　國田武二郎弁護士
　　　 （堀松出身・名古屋市在住）
◆相談時間　１人30分（要予約）
◆募集定員　９人（予定）初めての
人を優先します
※定員になり次第締切りとします。
※申込用紙は本庁住民課と富来支
所総合窓口にあります。
問住民課　☎32-9121

聴覚障害者の皆さんへ

手話通訳者の設置日のお知らせ

　みなさんのご相談、行政手続き

などに対応しますので、どうぞお

気軽に利用してください。
　設置日時は次のとおりです。
◆健康福祉課窓口
※８月２日㈫・４日㈭・９日㈫
　　　11日㈭・16日㈫・23日㈫
        10時～正午
※８月18日㈭･25日㈭　14時～ 16時
◆富来支所総合窓口
※８月３日㈬・17日㈬　14時～ 16時
問健康福祉課　☎32-9131

七尾法律相談センター

◆日　時　８月４日㈭・18日㈭・25日㈭
　　　　　13時30分～ 16時
◆場　所　七尾駅前パトリア
　　　　　５階「フォーラム七尾」
◆相談料　30分以内５千円
※ただし、次のいずれかの場合は
相談無料です。
・クレサラ相談
・負担が困難な人で法律援助資力
基準に該当する人
※相談希望者は相談日前日の17時
までに金沢弁護士会（☎076-221-
0242）へ電話予約してください（先
着５人）

総合相談（無料）

　総合相談所を町内２カ所で開設
します。どちらの地域でも相談で
きます。お気軽にお越しください。
※秘密は厳守します。
◆相談員　行政相談委員、人権擁
護委員、民生・児童委員、司法書士、
法務局の方々が相談に応じます。
＜志賀地域＞
◆と　き　８月12日㈮　10時～ 15時
◆ところ　志賀町文化ホール２階
問志賀町社会福祉協議会志賀支所
☎32-1363
＜富来地域＞
◆と　き　８月10日㈬　10時～ 15時
◆ところ　富来活性化センター
　　　　　２階　研修室３
問志賀町社会福祉協議会　☎42-2545

ひとり親家庭相談

自立支援員が相談に応じています。
くらしのこと、子どものこと、貸
付金のこと、就職のことなど、ど
んなことでもお気軽に相談くださ
い。
◆日　時　８月25日㈭
　　　　　10時～ 15時
　※毎月第４木曜日
◆場　所　役場本庁舎　相談室
問子育て支援課　☎32-9122

障害者福祉総合相談

◆日　時　８月10日㈬
　　　　　13時30分～ 15時30分
◆場　所　役場本庁舎　11会議室
問健康福祉課　☎32-9131

ハローワーク相談

◆日　時　８月17日㈬
　　　　　14時～ 15時30分
◆場　所　富来活性化センター
問商工観光課　☎32-9341

相　談

お知らせ
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　志賀町では、平成 23 年 10 月 １ 日から、可燃ごみは有料になります。
これに伴い半期に一度各家庭に配布していた燃えるごみ処理券（無料シール）は、配布
しません。
　有料ごみ処理券（有料シール）を、町内小売店などで販売しますので、各家庭で有料
シールを購入することになります。有料シールを購入することで、ごみの処理費用を一
部、負担していただくことになりますので、ご協力とご理解をお願いします。

可燃ごみ処理手数料

有料ごみ処理券（有料シール）取扱店

現在お使いのシールについて

有料ごみ処理券（有料シール）・・・１枚 ３０円
（45ℓ以下の透明または半透明の袋に1枚シールを貼りステーションへ出す。）

町内で有料シール取扱店を募集し、小売店などで有料
シールの販売をします。有料シール取扱店の申し込み
は、８月１日から生活安全課で受付をします。

現在お使いのゴミ処理券は平成24年 9 月30日まで
使用できます。

（平成 24年 10 月 1 日からは、使用できません。）
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チャレンジ防災○×クイズ集
～全問正解して志賀町防災博士になろう～

みなさんは何問正解できますか？　○か×で答えてみてください。

答えは 14 ページ下に出ています。正しい知識で、日頃から安全対策を心掛けましょう。

番号 種別 レベル 問　　　題 解答欄

① 地震 高 平成７年に起きた、阪神・淡路大震災では、ガソリンスタンドが大
きな被害を受け、火災が発生した。

② 地震 高 平成７年に起きた、阪神・淡路大震災では、崩れた建物から助けら
れた人のほとんどが、消防や警察、自衛隊などにより助けられた。

③ 地震 高 小学校は、災害時の避難場所になっている。

④ 地震 高 地震のあと、家が停電し、崩れる危険があるので避難する。このと
き電気のブレイカーは切っておいたほうが良い。

⑤ 地震 高
地震などの大きな災害時には電話が通じなくなる。このとき、別の
場所の人と連絡をとるための「災害用伝言ダイヤル」の番号は 117
である。

⑥ 地震 高 地震の揺れの大きさを表すのは「マグニチュード」である。

⑦ 風水害 普通 川で遊んでいると、少し雨が降ってきた。小雨ならまだ大丈夫であ
る。

⑧ 風水害 普通 大雨や台風は地震と同じく、事前に災害を予測することはできな
い。

⑨ 風水害 普通 大雨が降って危険なので、丈夫な地下街に避難する。

⑩ 風水害 普通 遊んでいる川の付近は雨が降っていないが、山が黒い雲に覆われて
いるので、川遊びをやめた。

10問　全問正解　　志賀町防災博士に任命する。　５問以上正解　　防災委員長に任命する。

４問以下　　　　自分の身を守るため、もっとがんばりましょう

津波一時避難ビルを指定しました
　東日本大震災では津波により多くの人々が犠牲になりました。そこで志賀町では町内に津波の到達が予想される

場合、逃げ遅れなどを解消するため、公共施設に加え、下表の「民間ビル所有者」にご協力を頂き、津波時におけ

る一時避難ビルとして建物を使用する事に関する協定を締結いたしました。

一時避難ビル名 避難場所 避難経路 収容人員 避難想定地域

志賀農協本店 建物屋上 建物内階段 397 人 堀松地区

　　〃　富来支店 建物屋上 建物内階段 253 人 富来地区

石川サンケン（株）志賀工場　A棟 建物屋上 建物内階段 2,010 人 堀松地区

　　　　〃　　　　　　　　　B棟 建物屋上 建物外階段 2,250 人 堀松地区

北陸電力（株）原子力本部 建物屋上 建物内階段 495 人 高浜地区

　　〃　　　　高浜寮 建物屋上 建物内階段 178 人 高浜地区

　　〃　　　　新高浜寮 建物屋上 建物外階段 450 人 高浜地区

※いずれの建物も地上から 10 ｍ以上の高さがありますが、津波一時避難ビルは、あくまで避難の時間が無い時

など、緊急時の一時避難場所であるため、時間のある限り、出来るだけ高い場所・遠い所へ避難しましょう。

【お問い合わせ先】　生活安全課　☎ 32-9321
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○
×
ク
イ
ズ
の
答
え

① × 阪神・淡路大震災にはガソリンスタンドの倒壊はほとんどありませんでした。また、危険物を貯蔵して
いるので、燃え広がりにくい構造となっています。

② × 7割以上の人が近隣住民により助けられました。日頃からの地域とのつながりが重要です。
③ ○ 小学校が市町村が指定する避難所となっている場合、さまざまな備えがあります。
④ ○ 停電が復旧した場合に、損傷した電気器具から火災が発生する場合があります。
⑤ × 正解は 171 です。117 は時刻を聞く番号です。毎月 1日の体験可能日に一度練習してみましょう。
⑥ ×「震度」です。「マグニチュード」は地震のエネルギーの大きさを表す単位です。
⑦ × 川の増水は急激に起こります。少しでも雨が降ってきたらすぐ川から上がり、河川敷から離れましょう。
⑧ × テレビやラジオの天気予報などで、ある程度は予測が可能です。悪天候が予想される場合は事前にしっ

かり情報収集し、安全に過ごしましょう。
⑨ × 地下街は雨水が流れ込むことがあるため危険です。
⑩ ○ 川の上流で大雨が降ると、下流で急激に増水するときがあります。自分がいる場所で雨が降っていなく

ても、天候などには十分注意しましょう。

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費受給資格

現況届を提出して下さい
　母子・父子家庭などの人に支給されている「児童
扶養手当」および「ひとり親家庭等医療費助成制度」
の受給資格のある人は、年１回の現況届が必要です。
　この現況届は、今年の８月分から手当を受けるこ
とができるかを調査する大切な届です。
　期間中に手続きをしなかった場合は、支払期日に
手当が受けられなくなります。
　現在資格のある人には、７月末に案内を送付して
いますので、必要書類を添付の上、下記まで提出し
てください。

提出期間　　８月１日（月）～８月 31日（水）

お問い合わせ・提出先：子育て支援課　☎ 32-9122

羽咋海岸での自然観察会

◆日　時　８月 20 日㈯　8:30 ～ 13:00

◆場　所　羽咋海岸（羽咋市柴垣～志賀町甘田）
　　　　　羽咋市上甘田公民館集合

◆内　容　海岸の生きもの観察
　　　　　ビーチコーミング（漂着物拾い）

◆対　象　親子（小学生）
　　　　　（小学校4年生以上は子どもだけでの参加も可）

◆定　員　60 人

◆参加費　500 円／人（保険代、軽食代）

◆申込み締切　8月 12 日㈮必着

◆お問い合わせ・申し込み
　志賀町生涯学習課：☎ 32-9350　 ℻ 32-3933
　羽咋市文化財室：☎ 22-5998　 ℻ 22-4468

「発見　羽咋海岸の宝もの探し」参加者募集

問住民課　32-9121
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耐震診断を受けてみませんか
　地震から生命・財産を守るには住宅の耐震化が効果的です。

　志賀町では昭和 56 年５月 31 日以前に建築された木造住宅を対象に耐震診断、耐震設計、耐震改修工事
それぞれに助成を行っています。

対象事業項目 補助率および補助金の額

耐 震 診 断 補助対象経費の 3/4　　　上限　120,000 円

耐 震 設 計 補助対象経費の 2/3　　　上限　100,000 円

耐震改修工事

補助対象経費の 2/3　　　上限　700,000 円

なお、補助金の交付にあたっては、租税特別措置法（昭和 32
年法律第 26 号）第 41 条の 19 の 2に規定する所得税額の特別
控除の額を差し引いて、交付します。

耐震診断を受け、ご自宅の耐震強度を知ることが大切です。

詳細につきましては、志賀町ホームページまたは志賀町役場建設課にお問い合わせください。

なお、町内の工務店でも相談に応じています。 問建設課　☎32-9211

家屋の新増築・取壊しの届出について
　家屋の固定資産税は、毎年１月１日現在に建っている建物に課税されます。
　税務課では、町内の新増築家屋や取り壊し家屋の把握に努めていますが、適切な課税を行うためにも、次のような
ときは、税務課固定資産税担当まで届け出をお願いします。
●新築・増築をしたとき
　税務課職員がお伺いして、家屋評価をさせていただきます。この評価は、固定資産税の基礎となる評価額を算出す
るために行うものです。
　評価は、完成後順次行う予定ですが、入居前に評価を希望する人は、完成後お早めにご連絡ください。ご都合の良
い日を相談の上、お伺いします。
●取壊しをしたとき
　家屋の一部または全部を取り壊したり、年内に取り壊す予定のある人は、「家屋滅失届」を提出してください。
　取り壊した建物については、翌年度から固定資産税が課税されなくなりますが、届け出がないと課税されてしまう
ことがありますので、お早めにご連絡ください。
　なお、本届出は登記とは関係ありませんので、登記されている家屋の場合は、別途ご自分で滅失登記をしてください。
●未登記家屋の所有者を変更したとき
　登記されていない家屋の所有者を変更したときは，「未登記家屋の所有者変更届」を提出してください。
　この手続きをしないと、翌年度以降も前の所有者に課税されてしまいますので、忘れずに届け出をしてください。
　なお、本届出は登記とは関係ありません。 問税務課　固定資産税担当　☎32-9141　℻32-0288

石川県暴力団排除条例
～８月１日施行～

　違反者は罰則や勧告・公表の対象となります。

＜基本理念＞・暴力団を恐れない・暴力団に資金を提供しない・暴力団を利用しない

○利益の供与の禁止（暴力団員などに対して、用心棒料やみかじめ料などを支払うことの禁止）

○不動産の譲渡などの禁止（暴力団事務所に使用されることを知って不動産の譲渡などの契約や仲介の禁止）

○暴力団事務所の開設などの禁止（学校などの周囲 200 メートルの範囲で暴力団事務所を開設・運営することの禁止）

問羽咋警察署　☎ 0767-22-1122
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【お問い合わせ先】　志賀消防署　☎ 32-1776　志賀消防署富来分署　☎ 42-1211

❖❖　　福祉・介護の就職フェア福祉・介護の就職フェア（合同就職面談会）（合同就職面談会）❖❖
　福祉・介護の職場に就職を希望する人を対象に、求人施設との合同就職面談会を開　福祉・介護の職場に就職を希望する人を対象に、求人施設との合同就職面談会を開
催します。ハローワーク、資格取得など各種相談コーナーもあります。催します。ハローワーク、資格取得など各種相談コーナーもあります。

　　　　◆開催日◆開催日　　　　平成 23 年８月 20 日（土）　　  合同就職面談会　13:00 ～ 16:00平成 23 年８月 20 日（土）　　  合同就職面談会　13:00 ～ 16:00

　　　　◆会　場◆会　場　　ワークパル七尾　　ワークパル七尾（七尾市小島町西部１番３）（七尾市小島町西部１番３）

　　　　　　　　※入場無料・申込不要　　　　　　　　※入場無料・申込不要

　　問石川県福祉人材センター　☎ 076-234-1151

　昨年、志賀町内での熱中症による救急搬送は、一昨年と比べ大幅に増加しました。今年も猛暑が考えられ、
熱中症のため体調不良を訴える人が増加すると予想されます。

　また、以下の場合はためらわずに救急車を呼びましょう。

　熱中症を防ぐためにも下記のポイントに注意しましょう。
●部屋の温度をこまめにチェック！

●室温 28℃を超えないように、エアコンや扇風機を
　上手に使いましょう！

●のどが渇いたと感じたら必ず水分補給！

●のどが渇かなくてもこまめに水分補給！

●自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動けない場合。
●意識がない、全身のけいれんがあるなどの症状を発見した場合。

●外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ
　対策も！

●無理せず、適度に休憩を！

●日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

　（参考）
　　熱中症リーフレット（総務省消防庁：http://www.fdma.go.jp/）
　　環境保健マニュアル（環境省：http://www.env.go.jp/chemi/heat_stroke/manual/full.pdf)

　◆対 　 　 象　　七尾市、羽咋市、羽咋郡、鹿島郡にお住まいの成人男女
　◆運 行 日　　日帰り（４回）
　　　　　　　　　９月16日（金）　尾小屋鉱山と木場潟を訪ねるコース
　　　　　　　　　９月25日（日）　江戸時代の金沢と能楽鑑賞コース
　　　　　　　　　10月７日（金）　金沢芸妓の舞堪能コース
　　　　　　　　　10月18日（火）　生命を守る県施設とキゴ山　「はやぶさ」コース
　◆定 　 　 員　　各コース 48 人（申込み多数の場合は抽選で決定）
　◆参 加 費 用　　コースにより異なる
　◆募 集 期 間　    ８月３日（水）～８月 24 日（水）＜当日消印有効＞
　◆申込み方法　　往復はがきでの申し込みが必要です。詳しくは下記までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申し込み・お問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒 026-0852　七尾市小島町ニ部 33 番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川県中能登総合事務所　企画振興課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0767-52-6113　℻ 0767-53-4244

富来高校同窓会

定期総会のご案内

◆日時　８月９日㈫

　　　　18:30 ～

◆場所　湖月館

◆会費　３千円
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　食中毒は１年中発生していますが、気温が上昇し、湿度が高い５月から９月にかけては、食中毒の原因となる細
菌の増殖が活発となり食中毒が発生しやすくなります。
　また戸外でバーベキューや焼肉をする機会が増え、食材の加熱不足による食中毒の発生も考えられます。節電志
向の高まる今夏、室温の設定は高めです。体調管理はもちろん、食品の温度管理にも十分気を配り、ご家庭での食
中毒を予防して楽しい季節を過ごしましょう。

　◆　家庭でできる食中毒予防の６つのポイント

　◆　バーベキューによる食中毒を防ぐ４つのポイント

ポイント①　　食品の購入

ポイント①　　低温保存

ポイント③　　下準備

ポイント③　　手を洗う

ポイント⑤　　食事

ポイント②　　家庭での保存

ポイント②　　加熱

ポイント④　　調理

ポイント④　　器具の使い分け

ポイント⑥　　残った食品

◆新鮮なもの、消費期限を確認して購入

◆購入から調理まで 10℃以下に保存

◆手を洗う
◆清潔な調理器具を使う

◆トイレの後、生肉を触ったら手をよく洗う

◆手を洗う
◆室温に長く放置しない

◆手を洗う
◆十分に加熱する

◆生肉用のトング、箸は専用にして、焼い
　た肉を食べる箸と使い分ける

◆清潔な器具容器で保存
◆再加熱する（めやすは 75℃以上）
◆時間がたったものは思い切って捨てる

◆持ち帰ったらすぐに冷蔵庫、冷凍庫に保存

◆レバーなどの内臓や食肉は中心部まで
　十分に加熱

＊生肉には食中毒を起こす細菌がついている可能性があります。よく焼けば細菌は死滅するので安全です。

問石川県能登中部保健福祉センター　　☎0767-53-2482

～労働関係のトラブル、解決しませんか～
　石川県労働委員会では、労働者（従業員）と使用者（事
業主）との間で起きた労働関係のトラブルを解決、支
援しています。

【個別労働関係紛争の調整（あっせん）制度】
労働者個人と事業主との間で自主的に問題が解決でき
なくなった場合、経験豊富な委員（弁護士、労働組合
役員、会社経営者など）が、あっせんにより解決を促
します。
※労働者だけでなく、事業主の人もご利用できます。
※制度のご利用は無料です。

【お問い合わせ先】
石川県労働委員会事務局　☎ 076-225-1881
http://www.pref.ishikawalg.jp/tiroui/index.html
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の
苦
労

や
課
題
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
ん
な
細
か

い
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
吹
っ
飛
ぶ
く
ら
い
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
、
家
族
の
中
で

日
々
の
忙
し
さ
の
中
で
は
体
験
で
き
な
い
よ

う
な
「
非
日
常
的
体
験
」
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
ご
家
庭
の
都
合
や
お
考
え
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
や
デ
ィ
ズ
ニ

ィ
ー
ラ
ン
ド
の
思
い
出
だ
け
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
家
族
と
一
緒
に
過

ご
し
た
「
時
間
」
そ
の
も
の
が
大
切
な
宝
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
宅
周
辺
の
畑
で
一
緒
に
収
穫
し
た
キ
ュ

ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
な
す
な
ど
は
食
卓
で
大
い

に
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

近
く
の
小
川
や
池
で
の
魚
釣
り
、
セ
ミ
の

抜
け
殻
な
ど
に
関
す
る
う
ん
ち
く
も
、
親
父

の
面
目
を
発
揮
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
の
自
主
・
自

立
を
う
な
が
す
好
機
で
も
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん

と
し
た
生
活
習
慣
の
中
で
の
お
手
伝
い
な
ど
の

役
割
分
担
な
ど
は
本
当
に
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
自
主
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
に
放

任
に
ま
で
至
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
ご

配
慮
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
と
っ
て
夏
休
み
が
本

当
に
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
す
よ
う
に
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お

願
い
で
す
。

教
育
志
学

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

た
場
合
ど
う
な
る
か
で
す
が
、
通
常
は
、
自

力
救
済
と
い
う
こ
と
で
違
法
性
は
な
い
と
考

え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
財
産
的
価
値

が
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
損
害
も
発
生
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
も
主
張
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　
　

一
般
的
に
は
、
可
能
な
限
り
所
有
者
を
見

つ
け
る
努
力
を
し
て
、
撤
去
の
時
期
や
撤
去

費
用
な
ど
話
し
合
い
で
解
決
す
る
の
が
無
難

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
廃
棄
物
処
理

法
の
特
例
と
し
て
、
倒
壊
家
屋
な
ど
の
解
体
・

撤
去
を
、
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
と
し
て
所

有
者
の
承
諾
の
下
に
市
町
村
の
事
業
と
し
て

行
い
、
そ
の
費
用
の
２
分
の
１
を
国
が
補
助

す
る
特
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

土
地
の
所
有
者
も
瓦
礫
の
所
有
者
も
双
方

被
災
者
で
す
か
ら
、
撤
去
や
そ
の
費
用
は
、

国
や
地
方
自
治
体
の
責
任
で
行
う
べ
き
と
考

え
ま
す
の
で
、
市
町
村
役
場
の
窓
口
に
行
か

れ
て
相
談
さ
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

津 

波 

被 

害 

に 

つ 

い 

て
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竹
串
で
な
り
口
を
取
る
青
梅
の

み
ず
み
ず
し
さ
は
喉
を
く
す
ぐ
る　
　

岩
上　

久
枝

携
帯
を
操
り
つ
つ
の
若
者
が

傘
傾
げ
し
て
行
く
狭
き
舗
道　
　
　
　

芳
岡　

典
子

か
な
わ
ぬ
と
知
る
も
天
祐
今
朝
祈
る

放
射
能
漏
れ
を
早
く
止
め
て
と　
　
　

吉
崎
て
い
子

梅
雨
さ
中
一
巡
せ
ぬ
間
に
次
々
と

雑く

さ草
の
伸
び
い
て
気
の
急
か
さ
る
る　

芳
野　

法
子

知
ら
ず
し
て
黒
き
雨
浴
び
い
つ
か
子
ら
は

光
閉
ざ
さ
れ
微え

み笑
翳
ら
ん　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

手
術
に
て
水
晶
体
の
濁
り
取
る
目
に
し
た
く
な
き

見
た
く
も
な
し
も
の
も
あ
れ
ど
も　
　

鹿
乃　

夏
子

逆
縁
に
遇
ひ
た
る
人
を
見
舞
ふ
に
は

遅
す
ぎ
た
か
も
は
や
夏
草
に
ほ
ふ　
　

安
中
加
奈
子

夏
来
れ
ば
今
な
お
袖
を
通
す
服
色
の

褪
せ
し
も
肌
に
馴
染
み
て　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

掃
き
終
え
し
庭
に
大
型
揚
げ
羽
き
て

し
ば
ら
く
吾
も
蝶
と
な
り
た
り　
　
　

花
野　

美
咲

お
も
お
も
と
小
屋
の
戸
ひ
ら
き
切
り
出
さ
る

半
期
を
氷
室
に
眠
り
た
る
雪　
　
　
　

福
島　

信
子

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ボ
タ
ン
を
付
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

車
椅
子
に
て
参
加
せ
し
き
み　
　
　
　

泉　
　

広
栄

い
つ
の
日
か
外
国
旅
行
に
行
け
る
か
と

夫
の
言
葉
に
今
、
農
を
す
る　
　
　
　

山
端
千
代
子

馬
鈴
薯
の
葉
と
葉
に
畑
ふ
さ
が
り
て

い
よ
い
よ
暑
き
日
差
し
と
な
り
ぬ　
　
　
　

み
さ
の

住あ
る
じ人

無
き
庭
に
今
年
も
あ
じ
さ
い
の

咲
く
様
や
さ
し
雨
に
ぬ
れ
つ
つ　
　
　
　
　

志
津
江

わ
れ
ら
行
く
水み

な

せ
無
瀬
桜
井
通
り
見
て

後
鳥
羽
後
醍
醐
配は

い
る流

の
隠お

き岐
へ　
　
　

松
本
理
希
三

被
災
地
に
子
ど
も
の
笑
顔
い
つ
戻
る　
　
　

浅　

子

女
房
と
畑
の
こ
や
し
控
え
め
に　
　
　

瀬
戸　

栄
子

文
芸
教
室

第４回「坪野哲久文学奨励賞」作品募集
～小・中学生、高校生のみなさんの短歌、俳句、詩を募集します～

【
趣
旨
】　

短
歌
・
俳
句
・
詩
な
ど
、
文
学
の

創
作
活
動
を
通
じ
、
自
然
や
人
、
生
活
、
社

会
な
ど
を
凝
視
し
、
感
性･

洞
察
力
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
主
催
】 

坪
野
哲
久
文
学
記
念
館

【
共
催
】 

志
賀
町
・
志
賀
町
教
育
委
員
会

【
協
力
】 
志
賀
歌
会
・
志
賀
町
俳
壇
協
会
・

志
賀
町
図
書
館
協
議
会

【
応
募
資
格
】　

町
内
の
小
中
学
生
・
町
内
在

住
お
よ
び
在
学
の
高
校
生

【
部
門
お
よ
び
応
募
点
数
】

○
短
歌
の
部　

一
人
三
首
ま
で

○
俳
句
の
部　

一
人
三
句
ま
で

○
詩
の
部　
　

一
人
三
作
品
ま
で

【
テ
ー
マ
】　

テ
ー
マ
は
自
由
。
自
然
や
日
常

の
中
で
の
喜
び
、
感
動
、
悲
し
み
、
怒
り
な

ど
、
あ
な
た
が
感
じ
た
心
の
風
景
を
表
現
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
応
募
規
定
】　

本
人
が
作
っ
た
未
発
表
の
作

品
に
限
り
ま
す
。（
校
内
・
グ
ル
ー
プ
内
発

表
可
）
俳
句
で
は
17
音
の
中
に
「
季
語
」
を

一
つ
だ
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
詩
に
つ
い
て

は
、
一
作
品
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以

内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】　

小
中
学
生
は
担
任
の
先
生
を

通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
は
、
氏
名
、
年
齢
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
自
宅
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

明
記
の
上
、
直
接
応
募
先
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】　　

７
月
11
日
〜
９
月
16
日

【
賞
】　

各
部
門
優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
副
賞

を
授
与
し
ま
す

【
表
彰
】　

表
彰
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
部
門

入
賞
者
お
よ
び
学
校
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

【
展
示
】　

坪
野
哲
久
文
学
記
念
館

お
よ
び
公
共
施
設
で
展
示
予
定

【
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
９
２
５-

０
１
９
８

志
賀
町
末
吉
千
古
一
番
地
一

志
賀
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

坪
野
哲
久
文
学
賞
担
当
ま
で

☎ 

32-

９
３
５
０

町
内
IP　

８-

32-

９
３
５
０

　

来
年
（
平
成
24
年
度
）
８
月
４
日
（
土
）、
５
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
石
川

県
民
体
育
大
会
が
羽
咋
郡
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、6
月
29
日
（
水
）

に
羽
咋
郡
市
運
営
連
絡
会
設
立
総
会
が
志
賀
町
総
合
体

育
館
会
議
室
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。　

　

総
会
に
は
志
賀
町
・
羽
咋
市
・
宝
達
志
水
町
の
各
体

育
協
会
の
代
表
や
担
当
者
が
集
ま
り
、
役
員
や
事
業
計

画
な
ら
び
に
収
支
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
連
絡

会
会
長
に
は
寺
岡
一
夫
志
賀
町
体
育
協
会
長
が
選
任
さ

れ
、
今
後
大
会
の
成
功
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 【坪野哲久文学碑】

高浜町 千鳥ヶ浜休憩所

次
の
日
程
で
天
体
観
望
会
を
行
い
ま
す
。

一
緒
に
観
望
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○ 

日
時　

８
月
６
日
（
土
）
〜
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　
　
　
　
　

※
雲
天
・
雨
天
時
は
中
止

○ 

場
所　

志
賀
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏
の
広
場

○ 

内
容

　

・
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る
観
望

　

・
上
弦
の
月
、
夏
の
星
座（
七
夕
の
星
）、
土
星

○ 

対
象　

町
民
一
般

○ 

留
意
点

　

・
自
家
用
車
は
角
力
場
側
に
駐
車
く
だ
さ
い
。

　

・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

○ 

指
導　

志
賀
星
の
会
員

○ 

お
問
い
合
わ
せ

　

志
賀
星
の
会

　

沢
田　

忠
夫
ま
で

　

☎
32
‐
１
０
８
５

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として送付ください。
紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。
■宛先／〒925-0198志賀町末吉千古１番地１　志賀町教育委員会　生涯学習課まで　※毎月７日までにお送りください。

天
体
観
望
会
の
お
知
ら
せ

－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより
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曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス

7:00 しかチャンニュース しかチャンニュース しかチャンニュース

7:30

北國新聞ニュース（朝ニュース） 北國新聞ニュース（朝ニュース）

グルメも納得　ど丼としか丼

8:00 青春全開　志賀高！・図書館だより

9:00

第33回　志賀町子ども会相撲大会10:00 しかチャンニュース ぶらり志賀町の旅

11:00 郷土の先人たちPART4　南　政善 郷土の先人たちPART4　南　政善

12:00 ぶらり志賀町の旅 グルメも納得　ど丼としか丼 ぶらり志賀町の旅

13:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ

13:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

14:00 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス

15:00 グルメも納得　ど丼としか丼 グルメも納得　ど丼としか丼 郷土の先人たちPART4　南　政善

16:00 しかチャンニュース しかチャンニュース しかチャンニュース

16:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

17:00 図書館だより・青春全開　志賀高！ 図書館だより・青春全開　志賀高！
図書館だより・青春全開　志賀高！

17:30
北國新聞ニュース（ワイド情報番組） 北國新聞ニュース（ワイド情報番組）

18:00 ぶらり志賀町の旅

19:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ

20:00 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 ぶらり志賀町の旅 グルメも納得　ど丼としか丼

第33回　志賀町子ども会相撲大会22:00 グルメも納得　ど丼としか丼 ぶらり志賀町の旅

23:00 図書館だより・青春全開　志賀高！ 郷土の先人たちPART4　南　政善

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
しかチャンニュース

24:30 しかチャンニュース しかチャンニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド８月

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　地上デジタル放送（091ch）の EPG でもご覧いただけます。

アナログ　　５ch

デジタル　　９ch

ＳＴＢ　０３８ch

■　「ぶらり志賀町の旅」

　レポーターが、町内の観光施設や景勝地をぶらりと訪ね、
地元の人とふれあう旅。
　今回は、安津見をぶらりしてみました。

■「郷土の先人たち PART4」

　町出身の洋画家　南　政善氏について紹介します。

■　土日特番　「第 33回志賀町子ども会相撲大会」

　７月３日（日）　に堀松小学校で行われた相撲大会を放送
します。小学生男子１～６年生が団体戦、個人戦で競い合
います。

■グルメも納得　「ど丼としか丼」

　みなさんは「西能登しか丼」をご存じですか？８店舗
17 種類あるしか丼をシリーズでご紹介します。
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実施会場

志：志賀町保健福祉センター　富：富来保健福祉センター

と：とぎ地域福祉センター

お問い合わせ先　志賀町保健福祉センター　☎ 32-0339

健康カレンダー　掲示板

予予　　防防　　接接　　種種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 ８月４日（木）4カ月健診受診時～生後6カ月未満 志

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査乳幼児健康診査
内　容 実施日 対　象 場所

4カ月児健診 ８月４日（木）平成23年４月生まれ
志

３歳児健診 ８月18日（木） 平成20年２月～
平成20年３月生まれ

１歳６カ月児健診
８月25日（木）

平成21年12月～
平成22年２月生まれ

富
３歳児健診 平成20年１月～

平成20年３月生まれ

健健　　康康　　相相　　談談
内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 ８月19日（金） 13:00 ～ 14:00

【対象者】どなたでも

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。

機機　　能能　　訓訓　　練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

すくすく子育てすくすく子育て

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

介介　　護護　　予予　　防防
内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

８月11日（木） 10:00 ～
11:00

やすらぎ荘
８月25日（木）

健幸教室

８月12日（金） 13:30 ～
15:00

志賀町デイサー
ビスセンター　８月26日（金）

８月２日（火）
10:00 ～
11:00

シルバーハウス８月９日（火）

８月16日（火）

※鶴亀おたっしゃ教室・健幸教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。

【対象者】65歳以上の人

※ゆう遊クラブ：12日は『ファーストサイン』、26日は『工作』をします。

内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

８月４日（木）

乳幼児のお
子さんとお
母さんどな
たでも

15:00 ～
15:30

志
８月18日（木）

８月25日（木） 富

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30 志

ゆう遊クラブ
８月９日（火） 10:00 ～

11:30

志

８月23日（火） 富

※男性の料理教室参加を希望の人は、事前に連絡してください

女性がん検診女性がん検診
内　容 実施日 受付時間 場　所

女性がん

検　診

８月５日（金）

13:30 ～ 14:30

西海高齢者活
性化センター

８月９日（火） 土 田 公 民 館

８月11日（木） 西浦コミュニ
ティセンター

８月23日（火） 中甘田公民館

８月26日（金） 加茂公民館

８月30日（火） 上熊野公民館

女性がん

夜間検診

８月18日（木）
18:30 ～ 19:30

富 来 活 性 化
セ ン タ ー

８月23日（火） 志賀町保健福
祉 セ ン タ ー

※子宮がん個別検診

　期間は７月１日（金）～ 12 月協力医療機関年末休み前日までです。
　個別検診希望者は必ず事前に保健福祉センターへ申し込みしてくだ
　さい。（11 月 30 日まで）　後日、受診票を送付します。

※当日持参する物
　女性がん検診受診券と各検診費用
※クーポン券をお持ちの人は当日持参して下さい。

【対象者】子宮がん検診（20歳以上の女性）、
乳がん検診（30 歳以上の女性）、骨密度検診
（20～ 70 歳までの５歳刻み年齢の女性）

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。
※ゆう遊クラブ：９日は「工作」 、23 日は「リフレッシュ体操」 をします。
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休 館 日　１日、８日、15日、22日、29日
開館時間　平　日　９時30分～ 18時30分
　　　　　　　　※富来図書館は18時まで
　　　　　土日祝　９時30分～ 17時
お問い合わせ先
　志 賀 町 立 図 書 館 　☎32-1740
　志賀町立富来図書館　☎42-2777

休 館 日　８月 21 日（日）
開館時間　9時～ 17 時 30 分
お問い合わせ先　　志賀町児童館　32-1724

志賀町立図書館からのお知らせ
　志賀町立図書館は改修工事を予定しております。工事期間は決定次第、広報などでお知らせします。
大変ご迷惑おかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

◆おすすめの本◆
○ボウルひとつでおかずパン　　　　　　　荻野　恭子
　ボウルひとつで手軽にできるパン生地で「おかず」を
包んだり、のせたりして焼くだけの気軽なパンの作り方
を紹介。たった 90 分でできるパン作りです。

○水木しげるの妖怪地図　　　　　　　　　荒俣　宏監修
　４７都道府県の個性豊かな妖怪たちを水木しげるの妖怪
画とともに解説した１冊です。暑い夏にぴったりですよ！

◆新着の本◆
○黄金坂ハーフウェイズ　　　　　　加藤　実秋
○檻の中の鼓動　　　　　　　　　　末浦　広海
○黄泉坂案内人　　　　　　　　　　仁木　英之
○寒灯　　　　　　　　　　　　　　西村　賢太
○棟居刑事の代行人　　　　　　　　森村　誠一
○龍馬奔る　少年篇　　　　　　　　山本　一力
○天上紅蓮　　　　　　　　　　　　渡辺　淳一
○質素な性格　　　　　　　　　　　吉行　和子
○すぐそこのたからもの　　　　よしもとばなな

【志賀町立図書館】
●おはなし会
　日時：８月３日（水）・17 日（水）　16 時から
　場所：１階・絵本コーナー

●ボランティアおはなし会
　日時：８月 13 日（土）・27 日（土）　14 時から
　場所：１階・絵本コーナー
※おはなし会・ボランティアおはなし会では、紙芝居や絵本の読
み聞かせを行っています。リクエストもできますので親子でお気
軽にご参加ください。お待ちしております！！

お知らせ

　★夏休み児童劇開催
　ＮＰＯ法人、アフタフ・バーバンの巡回児童劇が８月 18 日 ( 木 )、10 時より
児童館にて開催されます。楽しい公演を通じて、劇団員の人と劇を創作したり、
舞台に出演して、言葉と身体で表現する楽しさを味わいます。夏休みの思い出に、
児童劇の世界をご家族でお楽しみください。多数のご参加をお待ちしています。

　★おもしろ工作
　おもしろ工作教室では、８月６日 ( 土 )13 時 30 分より、牛乳パックやストロー
など、身のまわりにある材料で ｢吹いてシュート｣ を作ります。吹きかた、作り
かたで発砲スチロールの球が高くあがったり、あがらなかったり。オリジナルの
手作りおもちゃを作りましょう。また、作った玩具で友達とキャッチ遊びにも挑
戦しましょう。お気軽にご参加ください。

８月の行事予定
６日 (土)　おもしろ工作　(定員15人) １３：３０～
７日(日)　ペーパークラフト(定員10人    低学年対象 ) １３：３０～
18日(木)　巡回児童劇（アフタフ・バーバン　　

　　　　   劇団・参加費無料）
１０：００～

26日(金)　夏休み科学教室(定員20人   小学４～６年生対象 ) １０：００～
28日(日)　バトン・キッズ １３：３０～

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで

※志賀町立図書館・富来図書館では両館に所蔵していない本のリクエストも受け付けていますので、ぜひご利用ください。
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※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

８

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は届
出書の余白に「広報掲載希望」
とお書きください。

６

総人口 23,208人

男 10,960人

女 12,248人

世帯数 8,072世帯

(平成23年６月末現在)

13

12

氏　

名

年　

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

9589696483878691827895828096867570868693808788688580915175899899737978
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

大　

津

相　

神

高
浜
町

高
浜
町

富
来
地
頭
町

西
海
風
無

百　

浦

高
浜
町

上　

野

矢　

駄

貝　

田

富
来
地
頭
町

上　

野

富
来
生
神

富
来
領
家
町

上　

野

百　

浦

大　

坂

倉　

垣

西
海
風
無

富
来
地
頭
町

相　

神

酒　

見

鹿　

頭

梨
谷
小
山

高
浜
町

坪　

野

大　

島

入　

釜

末　

吉

倉　

垣

酒　

見

神　

代

米　

町

八
幡
座
主

35

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

７（日）
とどろき医院（小児） 羽咋市鶴多町 22-7855

は く い 薬 局 羽咋市的場町
松沼医院(内・小児） 宝達志水町敷波 29-3188

14（日）
岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921

くすりのまき薬局 宝達志水町今浜
疋島クリニック（外・胃腸・内） 羽咋市旭町 22-1205

21（日）
保志場内科クリニック 羽咋市的場町 22-0807

押 水瑠璃光薬局 宝達志水町門前
西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜 28-2033

28（日）
金田内科医院 羽咋市千里浜町 22-2864

志 雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市
羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町 22-0254

　　■お詫びと訂正　■

　　「広報しか」７月号の 19 ページ中、「能登空港ふるさとタクシー料金」について、志賀町から能登空港まで片道１，５００円を
片道１，８００円と誤って掲載しましたことについて、お詫びと訂正をいたします。
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72
8 　平成 24 年４月１日以降から勤務していただく職員の採用候補者試験の

受験申込みを次のとおり受け付けしています。
　募集する職種、受験資格、試験日など詳しくは、広報しか７月号（前月号）
または志賀町のホームページに掲載してありますので、ご覧ください。

　受付期間：平成 23年７月 19日（火）～平成 23年８月 19日（金）
　受付場所：志賀町総務課
【お問合わせ先】　総務課 総務人事担当　0767-32-9311  町内 IP8-32-9311

■趣　　旨
　当町では、美しい自然をはじめ、志賀の生活・産業や夢をキャンパスに描いていただく
ことにより、芸術文化の振興と生涯学習の普及を目的に、美術展を開催するものです。
　今年で第23回目の美術展となりますが、今年度より大幅に要項を変更しています。
　皆さんのご応募を心よりお待ちしております。

■募集要項
○テ　ー　マ　　志賀町の風景、風俗、祭り、行事、生活、心象など志賀町に関する題材を
　　　　　　　描いてください。抽象、具象の表現は問いません。
○応募資格　　美術展の趣旨に賛同する創作者。年齢・国籍は問いません。
○応募規定　　【規格・体裁】　日本画・洋画・水墨画・版画。Ｆ30号以内とし、金具・紐を取り付け、額装
　　　　　　　にしてください。
　　　　　　　【応募点数】　１人１点　
　　　　　　　【出品料】　志賀町内在住の出品者　1,000円　町外在住の出品者　2,000円
　　　　　　　【支払方法】　出品料は、作品を搬入する際、作品を搬入する場所において納入してください。
　　　　　　　【その他】　応募作品は、未発表のものに限ります。（なお、志賀町を描いていない作品は審査
　　　　　　　対象外とし、展示もしません）
○搬入期日　　平成23年10月31日（月）までに下記の搬入場所へ出品してください。
○搬入場所

■作　品　審　査
　11月11日（金）次の審査員により審査を行い、入選・入賞作品を決定します。
　なお、入選・入賞者には直接通知します。（審査の結果についての異議は、受理しません）

■特別審査員　　　中川　衛　金沢美術工芸大学教授（人間国宝）

■審　査　員　　　委員長　円地　信二　金沢美術工芸大学名誉教授　委　員　小坂　肇俊　七尾美術作家協会顧問
　　　　　　　　　委　員　百々　俊雅　金沢美術工芸大学名誉教授　委　員　前田　昌彦　金沢美術工芸大学教授

■展　覧　会
　◆《富来展》　会期　平成 23 年 11 月 20 日（日）～ 27 日（日）　会場　富来活性化センタ－　町民大ホ－ル
　◆《金沢展》　会期　平成 23 年 12 月 19 日（金）～ 13 日（火）　会場　石川県立美術館　第８・９展示室

■表彰と賞金　優れた作品には次の賞を贈り、表彰します。
　《表彰式》　平成 23 年 11 月 20 日（日）10 時～　富来活性化センタ－　
　・大賞（町長賞）　30 万円（買い上げ賞・版権含む）　・県知事賞　・北國新聞社賞　・テレビ金沢賞
　・特選　・金沢美術工芸大学長賞　・審査員賞　・志賀農協組合長賞　・志賀町商工会長賞　・富来商工会長賞
　・新発見賞　・奨励賞　・ジュニア賞（小・中・高校生の部）　・石川県漁業協同組合西海支所運営委員長賞　

■作品の返還　作品は、12月16日から15日間、富来活性化センタ－において返還します。

■お問合せ先　志賀町高浜町カの１の１　志賀町生涯学習センタ－　☎ 0767-32-2970　FAX 0767-32-3011

㈱ か ゆう堂金沢店 金沢市寺町5-5-3 076-242-3769 か わ さ き 画 材 金沢市幸町3番14の1 076-231-0288

㈱ か ゆう堂松任店 白山市三幸町85 076-274-3711 ㈲ つ る や 画 材 店 金沢市高尾台1-53 076-296-3700

た ち 画 材 店 金沢市大樋町4-6 076-252-7777 がくぶち屋HITORA寺井店 能美市小長野町ﾄ46-1 0761-57-3210

がくぶち屋HIROTA金沢店 金沢市森戸1-102 076-240-4440 ア ー ト プ ラ ザ373 羽咋市中央町サ46-2 0767-22-0331

七 尾 画 材 七尾市大手町133-1 0767-52-3080 富来活性化センタ－ 志賀町富来領家町甲の10 0767-42-0500

がくぶち屋HIROTA東金沢店 金沢市乙丸町甲141 076-252-6123

第 22 回大賞「林と岩と波」
東野　英一 ( 金沢市 )
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